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第
29
回
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
森
吉
四
季

美
湖
を
守
る
会
（
庄
司
憲
三
郎
会
長
）
が
、

６
月
７
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長

に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
は
、
花
と

緑
の
愛
護
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
民
間

の
団
体
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、

国
民
的
運
動
と
し
て
の
緑
化
推
進
活
動
の

模
範
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
よ
り
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
森
吉
四
季
美
湖
を
守
る
会
は
「
ダ
ム
湖

周
辺
を
人
々
が
集
う
憩
い
の
場
に
」
と
ダ

ム
完
成
直
後
か
ら
植
樹
や
環
境
美
化
活
動

に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
四
季
美
湖
周

辺
に
は
、
４
０
０
本
を
超
え
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
や
広
葉
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
長
年
の
緑
化
推
進
活
動
が
認

め
ら
れ
、
秋
田
県
内
で
唯
一
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
表
彰
は
、
５
月
26
日
に
滋
賀
県
長

浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
29
回
全
国
「
み
ど

り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
に
お
い
て
行
わ
れ
、

国
土
交
通
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
市
役
所
を
訪
れ
た
の
は
、
森
吉

四
季
美
湖
を
守
る
会
の
佐
藤
慶
博
副
会
長

と
米
澤
訓
相
談
役
、
森
吉
山
ダ
ム
管
理
支

所
の
佐
藤
直
哉
支
所
長
の
３
人
。
佐
藤
副

会
長
は
「
ど
ん
な
に
小
さ
な
活
動
で
も
、

地
道
に
活
動
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
と

改
め
て
感
じ
た
。
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

方
々
に
感
謝
す
る
」
な
ど
と
受
賞
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
た
津
谷
市
長
は
「
ダ
ム
完

成
直
後
か
ら
四
季
美
湖
を
守
る
会
を
立
ち

上
げ
、
緑
化
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

は
、
と
て
も
誇
ら
し
い
。
こ
の
受
賞
を
励

み
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

植
樹
し
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
花
を
咲
か
せ
、

多
く
の
市
民
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
憩
い

の
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
な
ど
と

受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。

森
吉
四
季
美
湖
を
守
る
会
　
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
報
告

長
年
に
わ
た
り
植
樹
活
動
を
継
続

◇
５
月
16
日
〜
６
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▲感謝状を持参し津谷市長に受賞を報告

５
月
16
日（
水
）

18
日（
金
）

19
日（
土
）

21
日（
月
）

22
日（
火
）

23
日（
水
）

24
日（
木
）

25
日（
金
）

27
日（
日
）

28
日（
月
）

29
日（
火
）

30
日（
水
）

31
日（
木
）

６
月
1
日（
金
）

３
日（
日
）

４
日（
月
）

５
日（
火
）

６
日（
水
）

７
日（
木
）

９
日（
土
）

10
日（
日
）

12
日（
火
）

14
日（
木
）

15
日（
金
） ▽

東
北
市
長
会
総
会（
仙
台
市
）

▽
北
秋
田
市
商
工
会
会
員
親
睦
大
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
秋
田
内
陸
線
の
り
も
の
ま
つ
り（
阿
仁
庁
舎
前
特
設
会
場
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
３
回
臨
時
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▽
秋
田
岩
手
広
域
観
光
推
進
協
議
会
総
会（
仙
北
市
）▽
秋
田
県
・
市

町
村
協
働
政
策
会
議
総
会（
秋
田
市
）▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８

あ
き
た
決
起
集
会（
秋
田
市
）

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会 

理
事
･
監
事
会（
秋
田
市
）▽
秋
田
県
議
会

福
祉
環
境
委
員
会 

県
内
調
査（
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）▽

秋
田
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
意
見
交
換
会（
肉
の
ま
つ
お
）

▽
早
期
求
人
提
出
の
要
請
書
提
出（
北
秋
田
市
商
工
会
）▽
北
秋
田
職

業
訓
練
協
会
第
49
回
通
常
総
会（
第
二
庁
舎
）

▽
県
民
防
災
の
日
訓
練（
本
庁
舎
）▽
寒
川
町
と
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
エ
ー

ル
交
換（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
東
京
圏
あ
に
会
第
32
回
総
会
懇
親
会（
東
京
都
）

▽
第
26
回
東
北「
道
の
駅
」連
絡
会
総
会・第
５
回
事
例
発
表
会（
仙
台
市
）

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
森
吉

庁
舎
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会
臨
時
会（
森
吉

庁
舎
）▽
北
秋
田
地
域
振
興
局
と
北
秋
田
市
と
の
意
見
交
換
会（
本
庁
舎
）

▽
第
14
回
北
秋
田
市
長
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）▽
ま
ち

な
か
縄
文
ウ
オ
ー
ク（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
〜
鷹
巣
体
育
館
）▽
第

1
回
北
秋
田
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
庁
内
推
進
会
議（
本
庁
舎
）

▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
総
会（
北
欧
の
杜
公
園
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
）▽
北
秋
田
市
総
合
教
育
会
議（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
北

秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
北
秋
田
市
民
病
院
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
水
防
訓
練（
米
代
川
河
川
敷
）▽
第
34
回
ふ
る
さ
と
踊
り

と
餅
っ
こ
ま
つ
り（
銀
座
通
り
商
店
街
）▽
黒
澤
芳
彦
氏
北
秋
田
市
議

会
議
長
就
任
を
祝
う
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
都
市
計
画
審
議
会（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会

通
常
総
会（
秋
田
市
）

▽
米
代
川
重
要
水
防
箇
所
合
同
巡
視（
鷹
巣
第
２
排
水
樋
管
ほ
か
）▽

鷹
巣
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
総
会
懇
親
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
大
館
・北
秋
田
建
築
士
会
通
常
総
会
懇
親
会（
み
よ
し
）

▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
定
時
総
会
懇
親
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
鷹
巣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
記
念
式
典（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
綴
子
地
区
農
地
水
環
境
保
全
組
織 

地
域
環
境
植
裁（
綴
子
農
村
公
園
）

▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議 

初
日（
議
事
堂
）▽「
Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン（
大
館
市
）

▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
６
月
定
例
会
本
会
議 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.２４ＮＯ.２４

　今回のテーマは明治時代に阿仁鉱山を近代化

したドイツ人「メッゲル」です。

　秋田大学鉱業博物館で「お雇い外国人メッゲ

ルが残した阿仁鉱山の近代化」という特別展が

あり、秋田市まで足を運んでみました。（北秋

田市ではなくて申し訳ない…！）

　私が阿仁でＡＬ

Ｔをやっていた頃、

阿仁の山々を毎日、

感動して眺めてい

ました。阿仁の

人々は、山に囲ま

れながらの暮らし

方や山に囲まれているからこその繁栄と危険な

ど、昔から若い世代に伝えているのを感じてい

ました。今回、博物館を訪れ、外国人を雇う阿

仁の伝統を阿仁地区のＡＬＴが引き継いでいる

ということがわかりました。鉱山は閉鎖したと

はいえ、これから英語教育の近代化に力を注ぐ

という考え方はいかがでしょうか？

　ただし、よく考えてみますと、メッゲルが残

した雇われた外国人という伝統を引き継ぐには、

阿仁の小中学校では英語じゃなくて、ドイツ語

を勉強した方がいいかもしれませんよ。また、

私が力になれないところですね。チュース！（へ

ば、まんつ！）

「鉱業博物館・メッゲル展」

★

　自動車部品のターボチャージャーのシャフトと

パワーステアリングのトーションバーという部品

を主に製造している会社です。車のボンネットを

開けても見えるところに無く、整備工場で交換の

ために外した部品を更に分解して初めて見えてく

る部品で年間1400万台分の供給をしています。

秋田青木精機株式会社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市上杉字金沢417-２
◆主な事業　精密部品製造
◆従業員数　102 人
◆電話番号　0186‐78‐4078

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

石田 裕さん（25）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.15

  グループ工場が中国の上海とヨーロッパのスロ

バキアにあり世界中のお客様へ部品を供給してお

り、ターボチャージャーのシャフトに関しては世

界シェア№１となっています。今後も競争力を更

に高め、確固たる地位を目指しています。

若手社員
の声

若手社員
の声

工場内の様子①

　私は入社して５年になり

ます。機械設備の整備や生

産のサポートを担当してお

ります。海外工場の設備整

備や操作指導も任され、海

外工場のスタッフとも連携

しながら、設備の維持管理

に努めています。

工場内の様子②

さ
と
し


